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ちょっと一 言 ◇本校の生徒は、ショークレスト高校生に声をかけるより本校生同士で会話をすることの方が多かったと聞きました。

が、後で当該生徒のひとりに訪ねると、「英語が話せないのは、『間違えたらどうしよう』とか『アメリカ人じゃなくても、初対面の人に声を

かけるの無理』と思ったからじゃないかな」と答えていました。生徒は、ちゃんとポイントをつかんでいるなと思いました。「間違えても叱ら

れないチャンス」「初対面の出会いを提供するシカケ」として、これからも「International Friendship Members」の取組を進めていきたいと

思います。３年生による進路講話では、「あの先輩の、あんな真剣な顔みたことない」とか「あと１年しかないな。今のままじゃあかんと思っ

た」などの感想を聞いて、本校生の素直さと可能性を感じました。これもひとえに保護者の皆さんのご理解とご協力の賜物です。ありがとう

ございました。（Ｎ．Ａ．） 

３
年
生
は
こ
の
１
年
、
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
を
実
現
す
る

た
め
に
、
勉
強
や
面
接
練
習

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

後
輩
へ
の
語
り
に
も
、
そ
の

努
力
へ
の
自
負
が
表
れ
て
い

ま
し
た
。 

就
職
分
野
で
は
、
面
接
の

実
演
が
あ
り
ま
し
た
。
受
験

生
役
の
先
輩
の
、
非
常
に
高

い
完
成
度
を
誇
り
つ
つ
、
不

自
然
で
な
い
応
対
ぶ
り
に
、

後
輩
た
ち
は
驚
き
を
隠
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
ま

さ
し
く
ほ
ぼ
す
べ
て
の
本
校

職
員
に
面
接
練
習
を
依
頼
し

て
、
自
ら
を
鍛
え
た
努
力
の

た
ま
も
の
で
す
。 

立
派
な
先
輩
方
に
少
し
で

も
近
づ
け
る
よ
う
、
毎
日
の
、

一
歩
一
歩
の
努
力
を
、
大
切

に
積
み
重
ね
て
行
こ
う
と
決

意
し
た
一
日
で
し
た
。 

２
月
15
日
（
金
）、
春
の
兆

し
が
感
じ
ら
れ
る
中
、
特
色
選

抜
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
校

入
学
を
目
指
し
た
15
名
の
受

検
者
が
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
、
小
論
文
と
面
接
に
挑
み
ま

し
た
。 

２
月
20
日
（
水
）
午
後
に
、

合
格
者
が
発
表
さ
れ
、
12
名

の
中
学
生
に
一
足
早
い
春
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
発
表
の
瞬

間
大
き
な
歓
声
が
沸
き
、
受
検

番
号
や
喜
び
の
瞬
間
を
撮
影

す
る
受
検
者
や
ご
家
族
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

４
月
に
は
希
望
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
神
崎
高
校
に
入
学

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
方
で

悔
し
涙
を
流
し
た
受
検
者
は
、

諦
め
ず
に
神
崎
高
校
に
再
度

挑
戦
し
て
く
れ
た
ら
と
思
い

ま
す
。 

２
月
18
日
（
月
）
進
路
講
話

「
３
年
生
に
聞
く
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
、
各
自
の
進

路
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

だ
３
年
生
た
ち
が
、
１
、
２
年

生
を
前
に
、
思
い
を
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

１
、
２
年
生
た
ち
は
、
「
大

学
・
短
大
・
看
護
」、「
専
門
学

校
」
、「
就
職
」
の
三
分
野
に
分

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
３
人
の
先

輩
た
ち
の
発
表
や
面
接
の
実

演
を
披
露
し
て
も
ら
い
、
一
人

ひ
と
り
の
質
問
に
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

２
月
21
日
（
木
）
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
シ
ア
ト
ル
に
あ
る

シ
ョ
ー
ク
レ
ス
ト
高
校
か
ら

４
人
の
生
徒
が
神
崎
高
校
を

訪
問
し
ま
し
た
。 

市
川
町
の
教
育
交
流
事
業

の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
書

道
の
授
業
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
筆
で
書
く
こ
と

に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
た
ち

で
し
た
が
、
隣
に
座
っ
た
本

校
生
と
会
話
を
し
な
が
ら
取

り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
は
、
自
分
た
ち
で

擦
っ
た
墨
で
色
紙
に
文
字
を

書
い
て
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

 

本
校
生
に
と
っ
て
も
、
外
国

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
い
い
経
験
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。 


